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Abstract 


The present author established the table of diagrammatic calendar ages of 
the housefly females, Musca domestica vicina, applicable to each month of the 
breeding season. The table was made on the basis of the examinations for the 
development of follicles and ovariole changes following oviposition carried out 
under various laboratory conditions. 

Using the table for the determination of age distribution of female popula- 
tions collected in nature at intervals before and after the application of different 
residual insecticides to the different three villages, and comparing the changes in 
age distribution of the female populations collected in each village, he tried to 


evaluate the effect of the insecticides used. 
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野外 に お ける イエ バエ 群集 の 年 令 構成 を 知る こと は , 
この ハエ の 生態 を 明らか に する 上 に も ゃ も , また 撲滅 効果 
を 測定 する 上 に も ゃ 極め て 重要 で ある . イエ バエ の 年 令 
を 雌 の 卵巣 小 管 の 形態 的 変化 に も と ずい て 推定 する 方 
法 は , Lineva (1950,1953) に よっ て 開発 され , Deti- 
nova (1962) に よっ て 広く 紹介 され た が , その 後 こ の 
方 面 の 研究 は あま り 行 われ て いな い 、。 

著者 は 日 本 産 の イエ バエ に つい て 同様 の 研究 を 行い , 
Lineva の 提唱 し て いる , イエ バエ の 年 令 を 卵巣 小 
管 中 に 残さ れ て いる 黄体 の 状態 や 卵巣 小 管 に 分 布 し て 
いる 気管 支 の 伸び 方 等 に 基 い て 未 経 産 雌 , 少数 回 経 産 
HE, 及び 老 令 雌 の 3 段階 に 分 ける こと が 可能 で ある こ 


材 料 


先ず 第 1 に 経 産 回 数 の 明らか な 肉 を 多数 得る た め , 
室温 25°C, 関係 湿度 約 70 多 , 毎日 の 昭 明 時 間 約 12 時 
間 の 恒温 室内 で イエ ベ バエ の 1 対 飼育 を 行っ た 。 1 対 飼 
AIC ore ett 5 cm 立方 の 針金 枠 に ナイ ロン シャ ー 
の 布 を 張り , 前 面 だ け を 袖 に し て 内 底 に 5cmx 5 cma 
厚紙 を 敷い た も ゃ ので, この 小 管 に 6 て 12 時 間 以 内 に 羽 
化し た イエ バエ の 雌雄 1 対 ず つ を 移し た . 羽化 用 の 管 
は 28cm 立 方 の 針金 棒 に 20 メ ッシュ の ナイ ロン 網 を 張り , 
前 面 に 袖 を つけ た も の で , 羽化 期間 中 は 1 定時 間 毎 に 
外 の 入っ た シャ ー レ を 順に 新しい 筐 に 移し て 羽化 成虫 
の 年 令 を 揃え る よう に し た . 羽化 直後 の 雌雄 成虫 を 1 
対 ず つ 小 香 に 移す 際 に は 羽化 驚 の 中 か ら -- 度 に 約 20 仙 
体 の ハエ を 200cc の 三角 ュ ル ベン で と り 出 し , 炭酸 か 
ス で 麻酔 し て , 健康 な 個体 を 手早く 雌雄 に 分 け そ の 1 
対 ず つ を , あ ら か じ め 用 意 し て お いた 直径 1 Sem, 深き 
LOND RRA a7 7 AD > TORR ICR LTE 
中 に 挿入 し た . RROME E Lik AS AS 
ルク 59 WORE I A 100ccO KITE A L7z d 0e BA 
に 含ま せ , 上 述 の 容器 に 入れ て 与え を えた. BRL 8 つ 切 
り に し た も の ( 約 8.5cm x 11 .5cm) を 小さ く C1em x 1.5cm 
位 ) 折り た た ん だ の が 最適 で , 成虫 は この 鹿 紙 に 含ま 
れ て いる ミル ク 液 を 摂取 し , MLO ORMOND 
適当 な 場所 に 産卵 管 を 挿入 し て 産卵 する . SuISHI 
回 , 容器 と 一 諸 に 交換 し , と うり 出し た 鹿 紙 は 拡げ て 産 
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と を 確 め た , そこ で この 方 法 を 一 部 改良 し て 経 産 回 数 
の 区 分 を 末 経 産 , 1 回 経 産 , 2 回 経 産 , 及び 多 経 産 の 
4 段階 に 分 け , この 回 数 と 発育 中 の 濾胞 の 大 き さ と か 
ら イ エバ ベ バエ の 年 令 を 推定 する 方 法 を 考え だ し た . この 
FEL, 各 月 の 自然 温度 下 で の 前 産卵 期間 及び 産卵 問 
隔 と を 組み 合わ せる こと に よっ て , 野外 か ら 採 集 し て 
きた イエ バエ の 年 令 を か な り 正 確 に 推定 する こと が で 
& 5. 本 報 で は イエ バエ の 年 令 推定 法 に つい て 述べ , 
更に , この 方 法 を 野外 で 採集 し た イエ バエ 群集 の 年 令 
構成 の 調査 に 応用 し た 2 , 3 の 例 に つい て 述べ た い . 

稿 を 進め る 前 に , 研究 の 指導 と 本 稿 の 校 早 を 賜 わ っ 
た 息 師 大 森 南 三郎 教授 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 
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卵 の 有無 , 卵 数 等 を 調べ て 記録 し た 。 雌 は 日 然 死 し た 
も の , また は 所 定 回 数 の 経 産後 に 殺し た も の を 直後 判 
検 す る か , また は 80 を アル ュー ル 液 を 入れ た 小 管 洒 中 
に 保存 し , 後 で 剖検 し た . 飼育 の 途中 で 雄 が 死亡 し た 
朋 合 に は 同時 に 羽化 し た 予備 成虫 の 中 か ら 健康 な 奴 を 
と り 出 し て 補充 し た . 
以上 の 実験 の 他 に 季節 に よる 前 産卵 期間 及び 産卵 問 
隔 を 知る た め に 5 月 か ら 10 月 まで 毎 回 実験 室内 の 
自然 温度 下 で 雌雄 1 対 飼育 を 行い , 得 ら れ た 観察 結果 
を 自然 界 で 採集 し た 雌 個体 群 の 年 令 を 推定 する 時 の 参 
ABR ELK. 
野外 (部 落 ) の イェ エバ ェ 雌 は 主として 人 家 の 台 所 や 
Ee eH COREL. 一 部 は ハエ と り リ ボン 
を 人 台所 に 吊っ て 採集 し た . 捕虫 網 で 採集 し た イエ バエ 
は 直ちに クロ ロホ ルム で 麻酔 し て 80 を アル ュー ル 管 聞 
に 投入 し , ハエ と り リ ボン で 採集 し た ハエ は が ガ ソリ 
Y CL SU o THR ZIRE LCA 80% 7 1 2 — 
に 投入 し て 保存 し , Hh b BHARU. アル ュー 
ル 液 中 に 保存 し た イエ バエ は 1 ERICA LOVE 
回 数 を 推定 する こと が 可能 で ある . —-OoBAECUX 
眼 実体 題 微 鏡 を 使用 し , MOE ORME, 卵巣 小 管 に 
分 布 し て いる 気管 支 の 状態 , 発育 中 の 濾胞 の 大 き Z, 
卵巣 小 管 基部 (後述) の 黄体 の 状態 か ら 推定 し た 経 産 
可 数 浴 を 観察 記録 し た . 
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実験 成績 及び 考察 


1. イエ バエ の 産卵 に 伴う 卵巣 小 管 の 形態 的 変化 

イエ バエ の 左右 2 つの 卵巣 (Ovary) は それ ぞ れ 60 
本 程 の 卵巣 小 管 て COvariole) か ら な っ て お り 卵 巣 膜 
(Ovarian sheath) に 包ま れ て いる GALA). JP 
巣 及び 各 卵 巣 小 管 に は 気管 支 (Tracheole) が 分 布 し 
て いる 。 各 卵巣 小 管 は 卵巣 小 管 模 〈Ovariole sheath) 
に 包ま れ て お り , Wise (Terminal filament), Waha 
“= (Follicular tube) 及び 濾胞 管 尾部 (Pedicel) か 
ら な る . 濾胞 管 に は 濾胞 原 基 (Germarium) 及び 濾胞 


(Follicle) が 含ま れ て いる . 濾胞 管 尾部 は 小 輪 卵 管 
(Paired oviduct) に 開口 する , イエ バエ で は 卵巣 小 
管 膜 が 典 の 場合 に 比較 し て 厚く 強 軸 で ある た め , これ 
を 除去 し て 濾胞 管 を 赴 出 させ 経 産 に 伴う 変化 を 明確 に 


観察 する こと は 極め て 困難 で ある か ら , x Oe EL 
て 観察 する より 仕方 が な い . そこ で , 現 濾胞 の ある 位 
置か ら 小 輸 卵 管 ま で の 部 分 を 卵巣 小 管 基部 (The 

base of the ovariole) と よび , この 部 分 に お ける 黄 
体 の 状態 と 現 濾胞 の 大 き さ 及 び こ れ に 分 布 す る 気管 
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Fig. 1. Ovariole changes following oviposition in females of Musca domestica vicina 
reared at 25°C and about 70% relative humidity. 


A : Ovaries of O-parous female. 

B : Ovarioles of O-parous female. 

C Ovarioles with sack like pedicel just after the first oviposition. 

D : Ovariole with shrinking pedicel six hours after oviposition. Ovariole sheath 

was removed. 

E : Ovariole of 1-parous female. 

F Ovarioles of 2-parous female. 

G : Ovarioles of 3-parous female. 

H : Ovarioles of 4-parous female. 

I : Ovarioles of 5-parous female. 

J The same. Ovariole sheath was partly removed. 
A び 方 等 を 考慮 し て 経 産 歴 及び 年 令 を 判定 する こと 産卵 の 数 時 間 後 に は か な り 収 縮 し (第 1 図 , D), X 

CLK. REO, 卵巣 小 管 基部 は 空 (第 1 図 , 日 後に は 略 元 の 太 き に 戻る . 産卵 し た 翌日 に は 卵巣 小 
a で , 各 卵 巣 小 管 は 網状 に 分 布 し て いる 気管 表 に よ 管 基 部 の 基 端 〈 小 輸 卵 管 側 ) に 黄 褐色 の 黄体 が は っ き 
っ て 密接 に 結び つけ られ て いる .。 この 気管 支 は 濾胞 の りみ える よう に な る (第 1 図 , この 黄体 Yellow 
発育 に つれ て 卵巣 小 管 に 呈 っ て 伸び て き て , 濾胞 が 成 oe L- CAE NUIBO SeEE CH oT, 産卵 直後 
PMO LICENCES SIME RNA. 一 旦 引 き 伸 ば (に は まだ 卵巣 小 管 基部 の . っ て いる が , すぐ に こ 
され た 気管 衣 は 経 産 後 で も 元 の よう に は 収縮 し な い の 遊離 頼 粒 と な っ て 基部 全体 に 散り , や が て 以前 に 濾胞 
T, 気管 衣 の 伸び 方 を 調べ る こと に よっ て 経 産 か 末 経 が 発育 し た 場所 が 収縮 し て で きる 拡張 部 (Diratation) 
産 か を ある 度 程 確 に 区 別 す る こと が で きる 。 KICK 中 に 集まっ て 塊状 を 叶 す る よう に な る 黄体 は 2 FE 
産 雌 の 卵巣 小 管 を 調べ る と , 産卵 直後 に は その 基部 が 産 の も の で は 卵巣 小 管 基部 の 基 敵 に 2 つ 見 える か , X 

まだ サッ ク 状 (第 1 図 , C) で ある が , 28°C の 場合 は 基部 全体 に 下っ て 少量 COT OMELET S) i 
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め ら れる (第 1 図 ,F). 3 回 経 産 の も ゃ の で は 更に 黄体 
ゎ 量 が 増え , 2 , 3 の 塊状 を な すか , 又は 卵巣 小 管 の 基 
部 全体 に 拡がっ て 黄 礼 色 を 呈し て いる (第 1 図 , G), 
更に 経 産 回 数 が 増え る と 黄体 の 量 も 増加 し て 茶褐色 を 
時 する よう に な り (第 1 図 , H,1), も は や その 状態 
か ら 経 産 回 数 を 推定 する こと は 困難 と な る . 濾胞 は 羽 
直後 の イエ バエ で は 球状 で 直 経 0.1 %w 程 で ある が , 
日 が た つ に つれ て 発育 増大 し て 卵 型 か ら バ ナナ 型 と な 
D, 成熟 卵 で は 1.1 % 程 に 達し 背面 に 2 本 の 縦 す じ が か 
現われ る . 第 2 濾胞 は 第 1 濾胞 が 0.3 wm 程 に 発育 し た 


頃 区 別 で きる よう に な り , 直 経 0.15wz 程 度 ま で 大 きく 
な る が , その 後 は 第 1 回 の 産卵 まで 増大 し な い . し か 
し 産卵 後 は 急速 に 発育 し , その 発育 日 数 は , 第 1 濾胞 
に 比べ て 著しく 短縮 され る . 第 3 濾胞 以下 の 場合 も 第 
2 濾胞 の 場合 と 同様 その 発育 日 数 は 短 か い . 以上 述べ 
た よう に , イエ テ ベ バエ の 産卵 に 伴 2 卵巣 小 管 の 形態 的 変 
化 は Lineva (1953) の 報告 と 略 一 致す る の で , MO 
提唱 し た , イエ バエ の 年 令 を 未 経 産 , 少数 回 経 産 , 及 
び 老 令 の 3 段階 に 別け る 区 分 法 を 多少 改良 し て , 次 の 
4 段階 に 区 分 する こと を 提唱 し た い - 


Table 1. Characteristics of age groups in females of 


Musca domestica vicina. 


— 


Nulliparous Cor O-parous) females 


The females of this group are distinguished by the presence of tracheal Skeins, and 
absence of yellow bodies at the base of the ovarioles i.e. in the tube between current 


follicles and paired oviduct. 
|] Uniparous (or 1-parous) females 


The females have extended tracheoles and have yellow bodies which are usually found 
only at the lower part of the base of the ovarioles, though just after oviposition 
they may still be found in the upper part of the tube. 


| Biparous (or 2-parous) females 


The females also have extended tracheoles and have yellow bodies which are found 
in two lumps at the lower part of the tube or are found spreading all over the tube 


though the quantity is rather small. 
W Multiparous (or M-parous) females 


They have also extended tracheoles and have yellow bodies which are found densely 


all over the tube. 


The yellow bodies are light yellowish brown when there is a small quantity of them 
and a darker brown when there is an accumulation 


ALNLHOFSER A 


— 


. 未 経 産 雌 : SVR ATT a SUB SQ ETIN 


ROCs DH, 小 管 基 部 に 黄体 な し 


Dp. 1 回 経 産 雌 : 卵巣 小 管 に 分 布 する 気管 支 は 伸び て いて , 甘 体 は 小 管 基 部 の 末 敵 に まだ 残っ て いる 
か 又は 基 端 の み に 1 つみ え , らち す い 黄 褐色 を 呈す る .。 
D. 2 回 経 産 雌 : 気管 族 は 伸び て いて , 黄体 は 基部 の 基 端 に 2 つみ える か , deno eus 


め ら れ , EREZET. 


V. 老 令 雌 : 気管 表 は 伸び て いて , 医 体 は 小 管 基部 全体 に 豆 っ て 多量 に 認め られ , RREZET. 


2. 25°C に お ける イエ バエ の 産卵 間隔 と 産卵 数 
25°C, ORREN, 約 70 多 比 湿 の 恒温 室 で 1 対 
飼育 に よっ て 得 ら れ た 産卵 回 数 の 明らか な 雌 の 中 で 5 
回 以上 産卵 し た 63 個 体 に つい て の 平均 産卵 間隔 と 産卵 
回 毎 の 産卵 数 を 示す と 第 2 表 の 通り で ある . イエ バエ 
は 25°C に お いて 早い も の で は 羽化 後 5 日 目 に 産卵 す 
る も の も ある が , V31HHBVIC81IIHomÓEJ mf 5, 
その 後 2 日 間隔 , 75253 ABBATES | och. PE 
卵 に 伴う 卵巣 小 管 の 形態 的 変化 は 第 2 図 に 示す 通り 
T, この 図 に も ゃ と ずい て 発育 中 の 濾胞 の 大 き さ と 小 管 


基部 の 黄体 の 状態 を 調べ る こと に より , 経 産 回 数 並び 
に 年 令 (羽化 後 の 日 数 ) を 推定 する こと が 出来 る . E 
卵 数 は 初 の 数 回 は 100 個 以 上 で ある が , TORII 
減少 する 傾向 が か み ら れ る . これ は 経 産 回 数 が 増え る と 
退化 濾胞 が 増え て くる こと に よる と 思わ れ , RECA 
検 し て みる と , 経 産 回 数 の 多い 老 令 雌 で は 排卵 され ず 
に 残っ て いる 成熟 卵 や 明らか に 発育 途中 で 退化 し た と 
思わ れる 濾胞 か し ば し ば 発見 され る . 雌 の 死亡 率 は 第 
6 回 産卵 以後 極め て 急激 に 高く な る . 
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Table 2. Times and intervals of oviposition and the number of eggs laid 
per time per batch. The same females were continuously 
reared at 25?C till their natural death. 


Times of oviposition | 1 2 3 4 5 6 が 8 9 10 li 


Days after emergence | UW- i9 ao 8 8 20> 22. 35. oF 289- 8) 


Mean No. of eggs per batch 102 104 106 104 98 93 90 87 85 89 58 


63 63 63 63 63 46 29 24 13 8 5 


| 
| 
No. of flies examined | 
| 
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ee "lice under Q6 1 2 3 4 5 over under 1 2 3 4 5 over 
(1 20, 1587 mm) Eo ogqs db E ou ARE AM EE 
l 06 1 2 3 4 5 7 7 12 3 4 s 7 7 
| I: é 
Ovariole change ii の E 
D o e 
ab & 
og z ぞ 
€ © S 
3 T 
E の 
tr. 
Áge in davs 0 1 2 3 4 5 7 10 
Uniparous 
under 1 2 3 4 5 over 
Length of | | | | 
current follicle 1 2 3 4 5 7 7 
E E 
Ovariole change i z 
$ E 
Ez = 
= A 


16 


13 14 14 14 15 


Age in days 


Fig. 2. Development of follicles and ovariole changes following oviposition 
observed through ovariole sheath, in housefly females reared at 
25°C and about 70% relative humidity in 1964. 


3. 各 月 の 自然 温度 下 に お ける イエ バエ の 産卵 間隔 と 中 で 僅か に 9 個体 だ けが 3 回 以上 産卵 し た が , 前 産卵 
産卵 数 及び 年 令 の 推定 期間 , 産卵 間隔 共 個 体 に よる 差 が 大 きい の で 図 か ら 名 
実験 的 に 観察 し た 各 月 の 自然 温度 下 で 3 回 以上 産卵 いた 。 図 か ら 解る よう に 前 産卵 期間 と 産卵 間隔 は 月 に 
し た イエ バエ に つい て の 前 産卵 期間 と 産卵 間隔 及び 1 ょ っ て か な り 異 な る . 前 産卵 期間 は 5 月 に は 8 A ~20 
E 1 回 当り の 産卵 数 は 第 3 図 に ボ す 通り で ある . 4 月 H. 平均 11H で あっ た も の が 6 月 に は 4 一 11 日 , 平均 
以前 , 及び 11 月 以降 の 室内 の 自然 温度 下 で は イエ ベ バエ 8 日 と な り , 7 て 9 月 の 高温 時 に は 大 々 4 ~10H, 3 


は ほとん ど 産 卵 し な いし , 5 月 に は 供 試 し た 30 個 体 の 12 日 , 5 て 10 日 で 平均 は 共に 8 日 と な る が , 10 月 に 
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Fig. 3. Intervals in days of oviposition and number of eggs laid per time 
per female continuously reared at laboratory conditions in each 
month from June to October, 1984. 
入っ て 気温 が 下る と 再び の び て 6-- 9 日 , 平均 8 日 と 卵 を 重ね る に 従っ て 卵 塊 当 り の 卵 数 が 減少 し , 産卵 間 
な っ て いる 。 また 産卵 間隔 は 5 月 に は 4-—16H, 平均 隔 も 乱れ る 傾向 が ある . 以上 述べ た 各 月 に お ける 前 産 
7 日 で ある が , 6 月 に は 2 一 6 日 , 平均 4 日 と な り , 卵 期間 及び 産卵 問 隔 と , 先 に の べた 卵巣 小 管 の 形態 的 
7 月 に は 2 て 4 日 , 平均 2 日 と な っ て 略 1 日 置き に 産 変 に も と ずい て 推定 し た 産卵 回 数 及び 現 濾胞 の 大 き さ 
卵 を くり 返す 8 月 の 最高 温 時 に は 2 ~H, 平均 3 日 © と を 組合 せる こと に よっ て , 各 月 に 野外 か ら 採集 し て 
と 産卵 間隔 が むし ろ の びる 傾向 が み ら れ , 9 月 に も 2 XRF RADIOED HET SO LACES. 第 3 
—10H, 平均 3 日 と 略 同様 の 傾向 を 示す . 10 月 に 入っ 表 は この よう ら に し て 作っ た 年 令 推 定 表 の 一 例 で ある . 
て 気温 が 下る と 産卵 間隔 は 更に の び て 3 7 日 , 平均 夷 中 次 の 損傷 の 程度 は ウェ テッ エバ エ に つい て Jackson 


B 


日 と な る 。 各 月 を 通じ て 羽化 後 の 日 数 が 経過 し , EE (1946) が 提唱 し た 6 段階 区 分 法 を 一 部 改変 し た も の で 
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Table 3. Diagrammatic monthly calendar age of the female housefly in 1964. 
(The same females were continuously reared till their natural death) 
E: = ーーー — 

Parity | 0-parous | ]-parous 2-parous | M-parous 
ENIM ee | E : i E ' 
Length of under 0.612 3 4 5over under 1 2 3 over under 1 2 3 4 5over under 1 2 3 4 Sover 
current po ub OR ou | | 4 P kx u dd 
follicle SOO 61 の 9.4.82 Y l 234 7 1 23457 7 23457 7 

ss " MENO _ _ i | M - mE 

D ; | ; 

IIS | no | slightly | fairly 
o | 4 ur a. B 7 
S Jun.| 0 1 23456 7 8 899 910 10 11 1112121213 13 14 1415151516 16 
£ | Jul. 0 0 11223 4 5 55666606 7 77888 8 9 99101010 10 
V 
M Aug. 0 0 112239 4 B- SG G-OT oy 8 89991010 1] 12112121213 13 
ta | 
$ | Sep. Qr (PD: 2B. 4 5. 85 666s 2 X 8 899910 10 11 1112121213 13 
= | Oct. | 0 hl 234.5.6 1 8 8 9 91010 11 12 1213131414 15 16 1617171818 19 
SE |] 

ある 。 これ は イエ バエ の 年 令 を 推定 する 上 に か な り 参 
考 に な る が , REJE I o TIRA L l BE LTO 30- 
て 役に立た な い 場 合 も ある R S village 


4. 残留 噴霧 実施 地区 で の 噴霧 
雌 個 体 群 の 年 令 構 成 
1964 年 に 残留 噴霧 を 実施 し た 


3 部 落 で , BROO EMMITT = A =A REL 


各個 体 に つい て 卵巣 小 管 の 形態 
さき 及び 贅 の 損傷 の 程度 を 調べ , 
Ay (羽化 後 の 日 数 ) を 推定 し , 
体 群 の 年 令 構成 を 比較 し た . 
第 4 図 は 3 部落 に お ける 1964 
長 を 示す . この 指数 は 3 以下 の 
i. 5 10 は 不良 , 10 以 上 は 甚 
第 5 て? 図 は 同じ 部 落 で 同年 に 
体 群 の 年 令 構成 ん 志す . これ ら 
例え ば ダイ アジ ノン を 残留 噴霧 
噴霧 の 直前 迄 は イエ ベ エ 指数 が 
寝よ ゃ て 3 以下 に T り 、 20F 


が , その 後 除 々 に 上 昇 し て 約 2.5 カ 


な っ て いる .。 この 指数 の 動き と 
る と , 噴霧 の 直前 迄 は , 


1 BHE 2 


前 後に お ける イエ バエ 


長崎 県 大 瀬戸 町 松島 の 


的 変化 と 現 濾胞 の 大 き 
第 3 表 に も と ずい て 年 
各 調査 回 に お ける 雌 個 


年 の イエ バエ 指数 の 消 
場合 は 良 , 3~5 は 
だ 不良 と 判定 され る . 
RE LK I = =a 
の 図 か ら わ か る よう に 


な 
H 


し た S 部 落 の 場合 に は , 


5 以上 で あっ た が , 噴 
間 程 は 3 以下 を 保っ た 
月 後に は 10 以 上 に 
年 令 構成 と の 関係 を み 
IRE BE OD MEAS SEF 


採集 さき れ て いる が , 指数 が 3 以下 で あっ た 噴霧 か ら 11 


日 後 , 及び 23 日 後に は 経 産 雌 は 
か し , 指数 が 再び 5 以上 に 上 昇 
に は 2 回 経 産 の も の まで 採れ , 
し た 62 日 後に は 多 経 産 の 肉 ま で 
に は 高 年 令 の も の が 混 っ て いる 


全く 採れ て いな い . し 
し た 33 日 後 及 び 45 日 後 
更に 指数 が 10 以 上 を 示 
採れ て , 指数 が 高い 時 
こと が わか る 。 同様 に 
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Fig. 6. Percentage age 'distribution of housefly females collected at H 
village eight times at intervals before and after the residual 
spray for all houses. 
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Fig. 7. Percentage age distribution of housefly females collected at O 
village eight times at intervals before and after the residual 
spray for all houses. 
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Fig. 8. Comparison of age distributions of housefly females collected at three 
villages before and after the residual spray (cf. Tables 5, 6, and 7). 


87 


88 Osamu SUENAGA 


LOFY aI RARE LE HMBOBGRICOWT 
ADL, 噴霧 前 の イエ バエ 指数 は 7 程度 で S 部 落 に 比 
べ て や や 低い が 噴霧 後 も 著しい 低下 は な く 3 て 5 の 付 
近 を 上 下 し , 約 2 ヵ月 後に は 急 に 上 昇 し て いる . この 
指数 の 動き と 年 令 構成 と の 関係 を みる と 噴霧 後 11 日 目 
に は 既に 1 回 経 産 の も の が 採れ , 33 日 後に は 2 回 , 46 
日 後に は 多 経 産 の ゎ ゃ の ま で 採れ て いて , ナン ュー ル の 


残留 効果 は ダイ アジ ノン より か な り 劣 る こと が わか る . 


バイ テッ クス を 使用 し た O 部 落 の 場合 に は イエ バテ 指 
数 は 噴霧 後 激減 し て いる が , 1 ヵ月 足ら ず で 早く も 上 
昇 し て いる . ここ で の 年 令 構 成 を みる と 噴霧 の 11 日 後 
に は , 指数 が まだ 2 以下 で ある に も か か わら ず 早 くも 
1 回 経 産 の も の が 採れ , 23 日 後に は 多 経 産 の も の まで 
採れ て バイ テッ クス の 残留 効果 は 3 薬剤 の 中 で 最も 劣 
る と 刷 定 され る . 第 8 図 は 第 5 ~ 7 図 の 成績 を 棒 グ ラ 
フ に まとめ た も の で 各回 の 採集 イエ バエ 雌 数 の 中 で , 


摘 


著者 は イエ バエ Musca domestica vicina を 25°C, 
約 70 比 湿 の 下 で 1 対 飼育 し , 年 令 既知 の 雌 群 に つい 
て 濾胞 の 発育 , 経 産 に 伴う 黄体 の 濾胞 管 基 部 ( 現 濾胞 
か ら 小 輸 卵 管 ま で の 間 の 部 分 ) に お ける 分 布 , 量 , EK 
び 人 色彩 等 を 調べ て , 本 種 の 年 令 を 未 経 産 , 1 回 , 2 回 
及び 多 経 産 に 区 分 し た (第 1 表 ) 

3 回 以上 の 多 経 産 雌 の 場合 に は これ を 更に 区 分 する 
こと は 出来 な い が , 25°C, TAER F CAA Le 
も の で は 11 回 も 産卵 を くり 返す 雌 が ある . 継続 1 対 飼 
育 し た 雌 群 に つい て みる と , 卵 塊 当 り の 卵 粒 数 は 最初 
か ら 5 回 位 迄 は 大 体 100 粒 程 で ある が , 経 産 が 進む に 
つれ て わずか ずつ 減少 する . し か し これ ら の 雌 群 の 死 
CRA A D LE 6 回 産卵 以後 は 極め て 急激 に その 率 が 
高く な る. 第 1 回目 の gonotrophic cycle ( 三 前 産卵 
期間 ) は 28"C で 7 日 を 要する が , 第 2 回 目 以後 (ー 産 
卵 間隔) は 2 て 3 日 と な る ,. イエ バエ の 発生 期間 中 の 
各 月 , 5 月 か ら 10 月 まで , 1 回 ずつ 24~55 対 (5 月 に 
は 9 対 の み ) の イェ バエ を 1 対 飼育 し て , 平均 未 経 産 
期 (= 前 産卵 期間 ) (範囲 ) 及び 以後 の 平均 産卵 問 隔 
(範囲 ) を 調べ た 結果 は 以下 の 通り で ある . 


未 経 産 , 1 回 経 産 , 2 回 経 産 及 び 多 経 産 雌 の 占め る 百 
分 率 を 示し て いる . この 図 に つい て 3 部落 に お ける 殺 
虫 剤 残留 噴霧 の 効果 を 比較 する と , 先 に 述べ た よう に 
3 種 の 殺 貝 剤 の 中 で は ダイ アジ ノン が 最も 残留 効果 が 
強く , ナン ュー ル が これ に 次 ぎ , バイ テッ クス の 残 効 
性 が 最も 劣る こと が 更に は っ きり と わか る . 

以上 の 結果 か ら , 残留 噴霧 前 に は 一 般 に 各 年 令 層 の 
個体 が 採集 きれ る が , TAR, 殺虫 剤 の 効果 が 持続 し 
て いる 間 は 若年 令 層 の 個体 だ けが 少数 採集 され る に す 
ぎ ず , 残留 噴霧 が 適切 に 行わ れ た と 思わ れる 地区 で は , 
殺虫 剤 の 効果 が 次 第 に な く な る に つれ て 先ず 若年 令 層 
の 個体 が 増え 始め , 次 第 に 高 年 令 層 の も の まで 採れ る 
よう に な る が , 殺虫 剤 の 残留 効果 が 何ら か の 原因 で 充 
分 発揮 され な か っ た と 思わ れる よう な 場合 に は 個体 数 
の 増加 が 早く , 経 産 雌 , 又は 老 全 雌 の 出現 も 早い 傾向 
が ある よう に 思わ れる 。 


要 

5 月:11 日 (8 一 20), 7H (4-46) 
6 月 : 8 日 (4 一 11), 4 日 (2 一 6) 
7H: 5H €4~10), 2 日 (2 て 4) 
8 月 : 5 日 (3 て 12), 3 日 (2 て 4) 
9 月 : 8 日 (5 一 10), 3H (22310) 
10H: 8H (6~9), 4H C3—7) 


COMBED DH 3 表 に 示す よう に 各 月 に お ける 
Calendar age を 模式 的 に 決定 し た . この Calendar 
age を 用 いて , 1964 年 に ダイ アジ ノン , ナン ジュール 及 
UARA F v y ATRAE GEYTS, H, BOO 
部 落 で 残留 噴霧 前 後に ある 間隔 で 採集 し た 各回 の 個体 
群 の 年 令 構 成 を 吟味 し , 各部 落 に お ける 年 令 構成 の 経 
日 的 変化 を 部 落 問 で 比較 し て みる と , 経 産 雌 の 現われ 
方 が S 部 落 で 最も 遅く , 了 HE 部 落 で や や 早く , O 部 落 で 
最も 早い こと が 前 っ た が , この 傾向 は 同年 同期 間 中 へ 
ェ 格 子 で 調べ た 各部 落 で の ハエ 指数 の 消長 と か な り よ 
< く 一致 した. 従っ て 1964 年 に 上 記 3 部落 で 実験 し た 限 
り で は , ダイ アジ ノン , ナン ュー ル , 及び バイ テッ ク 
ス の 順に 効果 が あっ た と いえ る . 
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Summary 


From the close examination of ovari- 
ole changes following oviposition of the 
females of Musca domestica vicina (Figs. 
l and 2), the age is divided into four 
groups Nulliparous, uniparous, bi- 
parous, and multiparous ones as shown 
in Table 1. 

The parity of the females which ovi- 
posited three or more times is no more 
distinguishable, though some of them 
are experimentally proved to lay eggs 
at 25°C and 70% relative humidity as 
many as 11 times (Table 2). The num- 
ber of eggs per batch is about one hun- 
dred at the first five times decreasing 
very slowly with the progress in age, 
while the mortality of the females be- 
comes higher from after the sixth ovipo- 
sition. The first gonotrophic cycle (or 


preoviposition period) requires as long 


as seven days, while the second and 
following ones do only two to three days 
(Fig. 2 and Table 2). 

Continuous rearing of 24 to 55 couples 
of flies (in May only 9 ones) were made 
to determine the calendar ages or the du- 
ration in days of successive gonotrophic 
cycles in each month of the breeding 
season (Fig. 3 and Table 3). As a result, 
it was found that the mean duration 
(range in parentheses) in days of 0-parous 


group, and l-parous and following ones 


were : 
in May : 11(8 一 20) and 7(4—16) 
in Jun. 8(4—11) and 4(2—6) 
in Jul. 5(4—10) and 2(2—4) 
in Aug. 5(3—12) and 3(2—4) 
in Sep. 5(5—10) and 3(2—10) 
in Oct. 8(6— 9) and 4(3—7) 


Using the diagrammatic monthly calen- 
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dar ages (Table 3), the age distribution 
was examined with each female pop- 
ulation collected in nature at intervals 
before and after the residual spray in 
S, H, and O villages where diazinon, 
Nankor, and Baytex were used respec- 
tively. As a result, parous females ap- 
peared latest in S and earlier in H, and 
earliest in O village (Figs. 5, 6, 7, and 
8). The way of changes in age distribu- 


Errata 


p.83, Fig.4 
p.86, Fig.7 


tion in each village agreed fairly well 
with the prevalence of fly grill index 
obtained in each village in the same 
year (Fig. 4). Consequently it may be 
concluded that, at least in these control 
experiments carried out in the three 
villages in 1964, diazinon, Nankor, and 
Baytex were effective in that order, as 


the residual insecticide. 


| Bytex — Baytex 


